
 
 

『
ね
っ
と
わ
ー
く
』
で
は
、
北
区
の
12
の

審
議
会
や
委
員
会
な
ど
に
団
体
推
薦
で
審
議

員
や
委
員
な
ど
を
出
し
て
い
ま
す
。
今
号
で

は
、
そ
れ
ら
を
担
当
し
て
い
る
方
々
か
ら
活

動
内
容
な
ど
に
つ
い
て
ご
報
告
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

現在『ねっとわーく』で推薦している審議会等委員（敬称略） 

審議会・委員会名 委員名 審議会・委員会名 委員名 

北区男女共同参画審議会 桑田 美佳 北区交通安全協議会 （代表） 

北区子ども・子育て会議 我妻 澄江 北区防災会議 （代表） 

北区景観づくり審議会 矢吹 静子 北区国民保護協議会 （代表） 

北区明るい選挙推進協議会 
豊﨑 徳子 

木村 恵美子 
北区社会福祉事業団評議委員会 川井 久子 

北区健康づくり推進協議会 関根 玲子 北区社会福祉協議会評議員会 井上 ふみ子 

北区青少年委員会 
横田 正基 

桑田 美佳 

スペースゆう（北区男女共同参画 

活動拠点施設）地域スタッフ会議 
眞庭 成子 

一人ひとりが それぞれの個性や能力を活かし合い、共に生きる社会をつくるために 

扉を開いて 

北区男女共同参画推進ネットワーク会報   第91号   2025年11月26日 

9月14日（日） スマホ講座 中級② 

9月14日（日）の午前10時から、スペースゆう多目的室

ABにて、「スマホ講座」の中級編として２回目の講座を開催

しました。内容は、Google Map（道案内）、チャットGPT、

LINEの日程調整機能、写真加工などでした。 

ほとんどの参加者が初めて操作するアプリや機能に、驚き

の声を上げたり、戸惑ったりと楽しく学ばれていました。 

特集：『ねっとわーく』推薦による審議会等委員の報告 

スマホ講座の講師といえば坪井美和さん（団体会員）。

皆さん、iPhone、Androidなど機種も様々。ご自身

のスマホを手に受講されました。 



12
の
審
議
会
や
委
員
会
の
内
、
北
区
交
通
安
全
協
議
会
、
北
区
防
災

会
議
、
北
区
国
民
保
護
協
議
会
に
つ
い
て
は
、
候
補
者
を
『
ね
っ
と
わ

ー
く
』
か
ら
推
薦
す
る
の
で
は
な
く
、
団
体
の
代
表
が
選
任
さ
れ
る
い

わ
ゆ
る
充
て
職
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

私
は
北
区
男
女
共
同
参
画
審
議
会
委
員
（
兼 

北
区
女
性
活
躍
推
進

協
議
会
委
員
）
を
務
め
て
い
ま
す
。
女
性
と
し
て
、
北
区
の
一
員
と
し

て
正
確
な
意
見
を
伝
え
る
べ
き
使
命
も
あ
り
ま
す
が
、
何
よ
り
も
た
く

さ
ん
の
大
先
輩
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
『
ね
っ
と
わ
ー
く
』
か
ら
選
出
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
毎
回
大
変
緊
張
し
、
責
任
を
感
じ
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。 

私
た
ち
が
暮
ら
す
社
会
は
、
様
々
な
背
景
を
持
つ
多
様
な
人
々
に
よ

っ
て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
人
々
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け

る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、
北
区
の
政
策
に
対
し
て
多
様
な
意
見
が

不
可
欠
で
す
。
北
区
男
女
共
同
参
画
審
議
会
は
そ
の
よ
う
な
意
見
を
反

映
さ
せ
る
た
め
の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。 

国
や
多
く
の
自
治
体
で
も
同
様
で
す
が
、
北
区
で
は
「
男
女
が
互
い

に
そ
の
人
権
を
尊
重
し
つ
つ
責
任
を
分
か
ち
合
い
、
そ
の
個
性
と
能
力

を
充
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
」
を
め
ざ
し
、

施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、
北
区
男
女
共
同
参

画
条
例
を
基
に
北
区
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画
「
ア
ゼ
リ
ア
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
て
い
ま
す
。「
ア
ゼ
リ
ア
」
と
は
北
区
の
花
で
あ
る
つ
つ
じ

の
英
語
名
と
の
こ
と
で
す
。
北
区
で
は
、
社
会
情
勢
の
変
化
や
目
標
の

達
成
に
応
じ
て
５
か
年
計
画
と
し
て
定
期
的
に
改
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

審
議
会
で
は
、
ま
ず
区
長
の
諮
問
に
応
じ
て
調
査
・
審
議
が
行
わ
れ
、

「
ア
ゼ
リ
ア
プ
ラ
ン
」
の
策
定
や
変
更
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。
そ
の

後
進
捗
状
況
の
調
査
を
行
い
、
計
画
の
実
施
状
況
や
男
女
共
同
参
画
の

推
進
に
関
す
る
課
題
を
調
査
し
、
進
捗
状
況
の
確
認
を
し
ま
す
。
委
員

は
専
門
的
な
知
識
を
持
つ
方
や
地
域
で
活
動
し
て
い
る
方
な
ど
バ
ラ

ン
ス
よ
く
選
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
も
実
施
さ
れ

て
お
り
、
審
議
会
と
共
に
住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
仕
組
み
が
あ
り

ま
す
。 

私
は
審
議
会
で
の
検
討
を
通
し
て
、
男
女
の
人
権
の
尊
重
の
み
な
ら

ず
、
働
き
方
や
子
育
て
、
介
護
や
防
災
、
地
域
参
加
な
ど
様
々
な
分
野

に
男
女
共
同
参
画
の
視
点
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
審

議
会
で
の
検
討
を
少
し
難
し
い
こ
と
と
捉
え
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
実
は
生
活
の
身
近
な
と
こ
ろ
に
こ
そ
学
ぶ
こ
と
は
多
く
、
そ

れ
を
審
議
会
を
通
し
て
北
区
の
施
策
に
意
見
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
し
た
。
日
々
学
び
な
が
ら
、
私
自
身
の
意
識
も
更
新
し
て

い
く
必
要
も
あ
り
ま
す
。 

さ
て
、
第
７
次
ア
ゼ
リ
ア
プ
ラ
ン
で
す
が
、
計
画
策
定
の
目
的
や
北

区
・
国
・
世
界
の
動
き
、
計
画
の
枠
組
み
、
計
画
の
内
容
等
、
実
に
読

み
や
す
く
わ
か
り
や
す
い
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。
項
目
ご
と
に
課

題
・
現
状
・
施
策
が
並
べ
て
あ
る
の
で
問
題
点
等
が
把
握
し
や
す
い
と

思
い
ま
す
。
北
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

最
後
に
、
私
自
身
微
力
な
が
ら
委
員
と
し
て
よ
り
良
い
活
動
を
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
助
言
や
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

桑
田 

美
佳 

『ねっとわーく』推薦の審議会等の報告 特集：『ねっとわーく』推薦による審議会等委員の報告 
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北
区
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施
策
に
関
す
る
各
種
計
画
の
策
定
・

実
施
に
つ
い
て
審
議
し
て
い
ま
す
。
妊
娠
か
ら
産
後
ケ
ア
、
保
育
園
・

幼
稚
園
、
小
中
学
校
、
児
童
相
談
所
等
複
合
施
設
の
新
設
な
ど
議
題
が

多
岐
に
渡
り
、
事
前
に
送
ら
れ
て
く
る
大
量
の
資
料
を
読
み
込
ん
で
会

議
に
臨
ん
で
い
ま
す
。
担
当
課
か
ら
事
前
に
メ
ー
ル
添
付
で
デ
ー
タ
で

も
送
っ
て
い
た
だ
け
る
の
で
、
運
営
委
員
や
「
子
ど
も
・
子
育
て
（
支

援
）
グ
ル
ー
プ
」
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
転
送
し
、
メ
ン
バ
ー
か
ら
寄
せ
ら
れ

る
質
問
や
意
見
も
毎
回
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

委
員
は
現
在
、
学
識
経
験
者
２
・
公
募
区
民
３
、
区
内
団
体
推
薦
７
、

行
政
関
係
者
５
の
17
名
で
す
。
当
初
、
団
体
推
薦
９
名
の
委
員
で
女

性
は
私
一
人
だ
け
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
と
に
か
く
出
席
し
て
意
見
を

出
す
べ
く
、
最
優
先
で
出
席
し
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
団
体
推
薦
枠
７

人
の
う
ち
、
女
性
が
４
人
と
な
り
ま
し
た
が
、
「
ね
っ
と
わ
ー
く
」
会

員
の
意
見
を
会
議
に
反
映
す
べ
く
、
や
は
り
優
先
し
て
予
定
を
調
整
し

て
い
ま
す
。 

「
子
ど
も
の
幸
せ
No.
１
」
を
掲
げ
る
北
区
は
子
ど
も
施
策
に
大
変

力
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、
最
近
で
は
、

2024
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
「
北

区
子
ど
も
の
権
利
と
幸
せ
に
関
す
る
条
例
」
に
つ
い
て
、

2021
年
８
月

か
ら
２
年
半
か
け
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
団
体
会
員
『
き
た
く
子
ど
も

劇
場
』
や
『
北
区
で
子
ど
も
の
遊
ぶ
場
を
つ
く
る
会
』
か
ら
出
さ
れ
た
、

子
ど
も
の
「
意
見
表
明
権
」「
文
化
権
」「
遊
ぶ
権
利
」
の
尊
重
や
「
子

ど
も
の
権
利
委
員
会
」
の
設
置
、
加
え
て
条
例
名
に
「
権
利
」
を
入
れ

る
件
に
つ
い
て
は
粘
り
強
く
発
言
し
、
他
の
委
員
の
方
達
に
も
ご
理
解

い
た
だ
け
た
か
と
思
い
ま
す
。
会
議
に
は
毎
回
の
よ
う
に
グ
ル
ー
プ
の

メ
ン
バ
ー
の
傍
聴
が
あ
り
、
団
体
か
ら
の
推
薦
で
あ
る
こ
と
を
強
く
意

識
も
し
ま
し
た
。 

滝
野
川
地
域
で
子
ど
も
食
堂
や
学
習
支
援
教
室
、
居
場
所
事
業
な
ど

の
「
子
ど
も
支
援
」
の
活
動
を
し
て
９
年
に
な
り
ま
す
が
、
子
ど
も
達

が
「
子
ど
も
の
権
利
」
を
知
る
意
義
は
大
き
い
と
感
じ
ま
す
。
子
ど
も

自
身
が
自
分
の
権
利
を
自
覚
す
る
こ
と
で
、
日
々
の
生
活
の
中
で
自
分

の
権
利
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
担
任

の
先
生
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
信
頼
で
き
る
地
域
の
大
人
に
話

せ
て
、
行
政
か
ら
の
支
援
に
も
繋
が
り
ま
す
。
大
人
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
子
ど
も
達
に
も
こ
の
条
例
を
知
っ
て
も
ら
う
啓
発
が
大
切
で
す
。 

北
区
子
ど
も
の
権
利
擁
護
委
員
を
講
師
と
し
た
区
の
「
出
前
講
座
」

が
始
ま
り
、「
ね
っ
と
わ
ー
く
」
で
も
早
速
申
し
込
み
、
会
員
対
象
で

11
月
に
実
施
し
ま
す
。
私
た
ち
が
ま
ず
条
例
に
つ
い
て
知
っ
て
、
周

囲
に
広
げ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

こ
の
会
議
に
は
現
在
４
人
の
公
募
委
員
枠
が
あ
り
、
う
ち
１
人
は

18
歳
～
29
歳
の
子
ど
も
・
若
者
、
そ
の
他
３
人
は
「
子
育
て
を
し
て

い
る
当
事
者
、
子
育
て
支
援
活
動
を
し
て
い
る
方
、
子
ど
も
に
つ
い
て

研
究
・
ま
た
は
高
い
関
心
の
あ
る
方
」
で
す
。
様
々
な
立
場
か
ら
の
意

見
が
反
映
さ
れ
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

北
区
子
ど
も
・
子
育
て
会
議 

我
妻 

澄
江 

「北区子どもの権利と幸せに関す

る条例ハンドブック」は、幼児、

小学校低学年、小学校高学年、中

高生、大人向け、と各種発行され

ている。 

ネットでダウンロードもできる。 

特集：『ねっとわーく』推薦による審議会等委員の報告 
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大人向け 中高生向け 



 

地
域
ス
タ
ッ
フ
の
活
動
に
つ
い
て
は
30
周
年
記
念
号
に
も
載
せ
ま

し
た
が
、
地
域
ス
タ
ッ
フ
と
は
ス
ペ
ー
ス
ゆ
う
登
録
団
体
よ
り
の
推
薦

で
５
名
以
内
（
今
期
は
３
名
）
が
出
て
い
ま
す
。
会
議
は
通
常
、
一
年

度
に
３
回
開
催
さ
れ
、
主
に
国
の
男
女
共
同
参
画
週
間
に
北
区
が
実
施

す
る
事
業
の
企
画
・
運
営
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。 

2025
年
度
の
事
業
は
、
一
つ
が
６
月
21
日
の
映
画
会
「
Ｒ
Ｂ
Ｇ
最
強

の
85
歳
」（

2018
年
・
ア
メ
リ
カ
）。
米
最
高
裁
判
事
と
し
て
活
躍
し
た

ル
ー
ス
・
ベ
イ
ダ
ー
・
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
、
参

加
者
の
感
想
は
、
女
性
の
権
利
に
つ
い
て
柔
軟
に
考
え
、
情
熱
・
夫
と

の
関
係
性
な
ど
素
敵
に
、
パ
ワ
フ
ル
に
生
き
た
「
Ｒ
Ｂ
Ｇ
の
生
き
方
に

感
銘
し
た
」
等
々
。 

６
月
28
日
に
は
、
芝
浦
工
業
大
学
デ
ザ
イ
ン
工
学
部
Ｕ
Ｘ
コ
ー
ス

教
授
の
原
田
曜
平
さ
ん
の
講
演
会
「
い
っ
た
い
あ
な
た
は
何
世
代
？ 

～
世
代
論
か
ら
考
え
る
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ッ
プ
と
ジ
ェ
ン
ダ

ー
意
識
～
」
で
、
世
代
間
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識
の
違
い
を
テ
ー
マ
に
開

催
し
ま
し
た
。
と
て
も
分
か
り
易
く
、
各
世
代
の
特
徴
が
面
白
く
説
明

さ
れ
、
時
間
が
足
り
な
さ
そ
う
で
し
た
が
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

全
般
に
今
年
度
の
参
画
週
間
は
好
評
の
内
に
終
わ
り
、
ほ
っ
と
し
て
い

ま
す
。 

10
月
８
日
の
第
２
回
会
議
で
は
、

2026
年
度
の
参
画
週
間
に
向
け
て

の
上
映
作
品
及
び
講
演
会
の
講
師
選
考
を
し
ま
し
た
。
ど
れ
も
が
観
た

い
聴
き
た
い
候
補
で
選
考
に
迷
い
ま
し
た
が
、
３
候
補
ほ
ど
に
絞
ら
れ

ま
し
た
の
で
、
乞
う
ご
期
待
の

2026
北
区
男
女
共
同
参
画
週
間
‼
で
す
。 

 

 

東
京
都
の
青
少
年
委
員
会
は
、
都
独
自
の
制
度
で
市
区
町
村
ご
と
に

組
織
さ
れ
、
教
育
委
員
会
の
下
部
機
関
で
す
。
身
分
と
し
て
は
２
年
任

期
で
委
嘱
さ
れ
る
非
常
勤
職
員
に
な
り
ま
す
。
委
員
は
青
少
年
の
健
全

育
成
と
非
行
防
止
の
た
め
に
行
政
と
地
域
の
パ
イ
プ
役
と
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

王
子
、
赤
羽
、
滝
野
川
の
３
地
区
か
ら
様
々
な
背
景
を
持
っ
た
60
名

の
委
員
が
集
ま
っ
て
お
り
、
現
在
、
『
ね
っ
と
わ
ー
く
』
か
ら
の
団
体

推
薦
で
は
桑
田
美
佳
さ
ん
と
私
が
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。 

組
織
と
し
て
は
、
執
行
部
の
元
に
少
年
部
、
青
年
部
、
研
修
部
、
広

報
部
の
４
つ
の
部
に
分
か
れ
て
活
動
し
て
お
り
、
桑
田
さ
ん
は
少
年
部
、

私
は
広
報
部
に
所
属
し
て
い
ま
す
。 

少
年
部
が
担
当
す
る
小
学
５
・
６
年
生
を
対
象
に
し
た
「
ジ
ュ
ニ
ア

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」。
青
年
部
が
担
当
す
る
中
学
・
高
校
生
を
対
象
に

し
た
「
シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」
。
区
内
で
青
少
年
を
対
象
に
活
動

す
る
団
体
の
指
導
者
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
図
る
「
団
体
指
導
者
講
習

会
」
は
研
修
部
が
担
当
し
て
い
ま
す
。 

そ
れ
と
は
別
に
「
北
区
小
・
中
学
生
ア
イ
デ
ィ
ア
工
夫
展
」、「
親
子

で
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
飛
鳥
山
」
と
い
っ
た
時
期
的
な
事
業
も
行
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
か
つ
て
の
成
人
式
だ
っ
た
「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」
で
も

式
典
や
「
あ
の
子
と
会
え
る
談
話
室
」
の
運
営
な
ど
を
担
っ
て
い
ま
す
。 

広
報
部
は
そ
れ
ら
の
活
動
を
記
録
し
つ
つ
、
内
部
向
け
の
「
か
わ
ら

版
」
と
一
般
向
け
の
「
北
区
青
少
年
委
員
会
だ
よ
り
」
と
い
う
２
つ
の

広
報
紙
を
発
行
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

ス
ペ
ー
ス
ゆ
う
地
域
ス
タ
ッ
フ 

眞
庭 

成
子 

 

北
区
青
少
年
委
員
会 

横
田 

正
基 
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「
北
区
景
観
づ
く
り
審
議
会
」
は
年
に
１
～
２
回
審
議
会
が
開
か
れ

る
。
令
和
７
年
度
の
審
議
員
は
学
識
経
験
者
が
５
名
、
区
会
議
員
６
名
、

区
民
４
名
、
関
係
行
政
機
関
３
名
、
区
職
員
３
名
の
21
名
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。 

「
景
観
づ
く
り
審
議
会
」
で
は
「
北
区
景
観
づ
く
り
条
例
に
基
づ
く

景
観
届
け
出
等
の
状
況
」
と
し
て
過
去
３
年
間
の
建
築
行
為
、
工
作
別
、

開
発
行
為
の
件
数
が
各
地
区
別
に
、
ま
た
「
屋
外
広
告
物
の
事
前
相
談

件
数
」
も
報
告
さ
れ
る
。 

最
新
３
月
の
審
議
会
で
は
、
建
築
物
等
の
届
出
事
例
「
（
仮
称
）
北

区
児
童
相
談
所
等
複
合
施
設
」
の
説
明
が
あ
り
、
２
年
前
に
『
ね
っ
と

わ
ー
く
』
の
「
区
議
と
の
懇
談
会
」
で
議
題
に
し
た
児
童
相
談
所
の
報

告
と
審
査
が
あ
っ
た
。
心
配
し
て
い
た
南
側
の
集
合
住
宅
か
ら
の
視
界

対
策
に
つ
い
て
は
各
階
の
ベ
ラ
ン
ダ
を
広
く
と
り
視
界
を
妨
げ
る
よ

う
に
工
夫
し
、
敷
地
境
界
に
は
ア
ル
ミ
製
の
塀
の
設
置
な
ど
の
報
告
が

あ
っ
た
。
ま
た
工
期
に
つ
い
て
は
近
年
の
建
築
価
格
の
高
騰
で
入
札
不

調
と
な
り
、
仕
上
げ
材
等
の
検
討
で
建
設
時
期
が
遅
れ
て
い
る
と
の
こ

と
。
続
い
て
隣
接
の
「（
仮
称
）
北
区
赤
羽
台
１
丁
目
計
画
」
に
つ
い

て
は
、
児
童
相
談
所
敷
地
寄
り
は
６
階
建
て
の
低
層
（
茶
色
系
）
に
し

て
、
高
層
棟
（
29
階
・
モ
ノ
ク
ロ
色
）
は
南
側
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。

低
層
階
と
高
層
階
の
中
央
は
公
開
空
地
に
し
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
を
設
け
、
中
高
木
を
交
え
た
緑
地
を
取
り
、
住
民
が
訪
れ

や
す
い
空
間
に
配
慮
し
計
画
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
建
物
は
既
に
工
事
が

始
ま
っ
て
い
る
。 

最
近
は
北
区
内
で
も
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
が
あ
ち
こ
ち
で

計
画
さ
れ
て
お
り
、
区
民
か
ら
の
要
望
も
い
ろ
い
ろ
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
い
う
建
築
物
も
建
築
確
認
許
可
の
前
に
「
景
観
づ
く
り
審
議
会
」

で
も
審
議
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
要
望
し
て
い
る
。 

２
年
前
に
は
施
設
見
学
会
が
行
わ
れ
、「
カ
ト
リ
ッ
ク
赤
羽
教
会
」、

「
中
央
図
書
館
」
と
「
中
央
公
園
文
化
セ
ン
タ
ー
」
を
見
学
し
詳
し
い

説
明
を
受
け
た
。
こ
う
い
う
場
所
は
是
非
、
小
中
学
生
に
も
見
学
会
の

イ
ベ
ン
ト
を
設
け
て
ほ
し
い
と
要
望
し
た
。 

ま
た
、「
北
区
景
観
百
選

2019
」
の
発
行
に
あ
た
り
、
区
民
か
ら
景
観

投
票
を
行
い
、
20
年
ぶ
り
に
選
定
し
た
。
そ
の
中
に
は
「
こ
ど
も
が

選
ぶ
景
観
」、「
北
区
の
彩
り
」、「
夜
間
景
観
」
や
「
景
観
カ
レ
ン
ダ
ー
」

も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

こ
れ
か
ら
も
「
北
区
景
観
づ
く
り
審
議
会
」
で
は
、
北
区
の
景
観
が

美
し
い
街
並
み
と
な
る
よ
う
に
、
議
論
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。 

 
 

北
区
景
観
づ
く
り
審
議
会 

矢
吹 

静
子 

「みんなでつくる北区景観百選2019」ガイドブック

とマップ 

ガイドブック（A4版53頁）は、区政資料室（北区

役所第一庁舎1階）で、500円で販売。マップは、北

区役所や区立図書館等で配布されている。 

【上】今年開催さ

れた「北区小・中

学生アイディア工

夫展」展示会終了

後に撮られた委員

の集合写真 
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北
区
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
は
、
北
区
医
師
会
、
歯
科
医
師
会
、

薬
剤
師
会
、
助
産
師
会
、
学
識
者
、
議
員
、
学
校
、
地
域
か
ら
の
委
員

20
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

人
生
100
年
時
代
、
変
化
す
る
様
々
な
社
会
環
境
の
中
、
健
康
を
維
持

し
生
活
し
続
け
ら
れ
る
た
め
、
北
区
は
、
令
和
６
年
３
月
に
、「
北
区
ヘ

ル
シ
ー
タ
ウ
ン
21
」（
第
三
次
）
を
策
定
し
ま
し
た
。
健
康
づ
く
り
推

進
協
議
会
で
は
、
令
和
６
年
の
素
案
段
階
か
ら
協
議
を
重
ね
ま
し
た
。 

こ
の
中
に
は
、「
北
区
食
育
推
進
計
画
」（
第
二
次
）、「
北
区
自
殺
対

策
計
画
」
（
第
二
次
）
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
各
種
検
診
の
参
加
の
促

進
を
は
じ
め
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
（
特
に
野
菜
の
摂
取
）、
ま
た
、

こ
こ
ろ
の
健
康
を
保
つ
た
め
の
様
々
な
相
談
機
関
の
設
置
や
、
悩
ん
で

い
る
人
に
「
気
づ
き
、
声
か
け
、
話
し
を
聞
い
て
、
必
要
な
い
支
援
に

つ
な
げ
」
見
守
る
、
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
活
動
を
広
げ
る
こ
と
に
も
重

点
が
置
か
れ
て
い
る
な
ど
、
幅
広
い
内
容
で
す
。 

毎
回
の
協
議
会
の
中
で
は
、「
ヘ
ル
シ
ー
タ
ウ
ン
21
」
の
進
捗
状
況

や
今
後
の
課
題
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
す
べ
て
の
区
民
が
自
分
ら
し
く
輝
く
こ
と
の
で
き
る
健
康
都

市
北
区
を
目
指
し
て
「（
仮
称
）
北
区
健
康
づ
く
り
推
進
条
例
」
が
、

令
和
９
年
４
月
条
例
施
行
を
目
指
し
て
検
討
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
健
康
に
つ
な
が
る
「
豊
か
な
地
域
の
つ
な
が
り
」
の
推
進
の

た
め
「
健
康
づ
く
り
活
動
支
援
助
成
制
度
」「
健
康
づ
く
り
人
材
バ
ン

ク
」
も
令
和
７
年
８
月
か
ら
、
申
請
受
付
が
始
ま
り
ま
し
た
。
健
康
に

生
き
る
た
め
に
は
、
医
療
だ
け
で
な
く
、
区
民
、
地
域
、
学
校
な
ど
、

様
々
な
組
織
や
繋
が
り
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。 

  

平
成
４
年
４
月
に
北
区
よ
り
設
立
さ
れ
た
社
会
福
祉
法
人 

北
区
社

会
福
祉
事
業
団
は
、
法
人
運
営
の
決
定
機
関
と
し
て
の
評
議
委
員
（
医

師
、
上
中
里
貝
塚
町
会
会
長
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

東
京
都
北
区
市
民
活
動

推
進
機
構
理
事
、
社
会
福
祉
法
人
東
京
都
福
祉
事
業
協
会
評
議
委
員
、

上
中
里
つ
つ
じ
荘
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
団
体
代
表
、
清
水
坂
あ
じ
さ
い

荘
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
団
体
代
表
、
北
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

か
ら
３
名
、
北
区
男
女
共
同
参
画
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
の
計
10
名

及
び
執
行
機
関
と
し
て
の
理
事
会
（
９
名
）、
法
人
監
査
機
関
と
し
て

の
監
事
（
２
名
）
を
置
き
運
営
を
し
て
い
ま
す
。 

毎
年
６
月
に
開
催
さ
れ
る
評
議
委
員
会
で
は
、
北
区
か
ら
受
託
し
て

運
営
・
管
理
を
し
て
い
る
北
区
立
の 

①
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
つ
つ

じ
荘
・
清
水
坂
あ
じ
さ
い
荘
（
短
期
入
所
事
業
を
含
む
）
の
２
か
所
の

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
②
３
か
所
の
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
、
③
王
子
・
赤
羽
西
福
祉
作
業
所
、
赤
羽
西
福
祉
工
房
、
④
２
か
所

の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
高
齢
者
安
心
セ
ン
タ
ー
）
な
ど
と
⑤
独

自
事
業
の
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
訪
問
事
業

所
及
び
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
計
13
か
所
の
施
設
概
要
、
事
業
内

容
、
事
業
の
実
施
状
況
な
ど
の
報
告
を
受
け
ま
す
。 

ま
た
財
政
報
告
と
し
て
の
決
算
報
告
、
監
査
報
告
の
採
決
を
行
い
、

次
年
度
の
予
算
（
案
）
を
承
認
し
ま
す
。
特
に
経
営
面
で
は
、
近
年
収

支
の
悪
化
、
福
祉
人
材
の
確
保
の
厳
し
さ
に
よ
り
、
新
た
な
時
代
に
相

応
し
い
社
会
福
祉
法
人
と
し
て
の
改
善
に
向
け
て
の
取
り
組
み
を
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
高
齢
化
が
進
む
中
、
介
護
保
険
制
度
の
充

実
を
望
み
ま
す
。 

 

北
区
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会 

関
根 

玲
子  

社
会
福
祉
法
人 

北
区
社
会
福
祉
事
業
団 

評
議
委
員 

川
井 

久
子  
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北
区
社
会
福
祉
協
議
会
評
議
員
会
は
、
社
会
福
祉
法
人
制
度
の
改
正

に
よ
り
平
成
29
年
４
月
に
設
置
さ
れ
た
。
社
会
福
祉
法
人
は
、
地
域

に
お
け
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
中
核
的
な
担
い
手
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
お
り
、
公
益
を
目
的
と
し
た
公
共
性
の
高
い
組
織
で
あ
る
。
評
議

員
会
は
、
社
会
福
祉
法
人
が
適
切
に
運
営
さ
れ
る
よ
う
チ
ェ
ッ
ク
す
る

役
割
を
果
た
し
、
法
人
運
営
に
係
る
重
要
事
項
の
議
決
機
関
で
あ
る
。

ま
た
、
地
域
の
福
祉
ニ
ー
ズ
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
当
事
者
の

声
を
社
会
福
祉
法
人
の
運
営
に
反
映
さ
せ
て
い
く
役
割
も
あ
る
。 

社
会
福
祉
法
人
の
経
営
組
織
は
業
務
執
行
の
決
定
機
関
で
あ
る
理

事
会
、
法
人
運
営
に
係
る
重
要
事
項

の
議
決
機
関
で
あ
る
評
議
員
会
、
理

事
の
職
務
執
行
の
監
査
を
行
う
監

事
（
一
定
規
模
以
上
の
法
人
が
必
要

と
な
る
会
計
監
査
人
）
で
運
営
さ
れ

て
い
る
。
評
議
員
会
は
、
法
人
運
営

の
基
本
ル
ー
ル
・
体
制
を
決
定
す
る

と
と
も
に
、
役
員
の
選
任
・
解
任
を

通
じ
、
事
後
的
に
法
人
運
営
を
監
督

す
る
役
割
を
果
た
す
。 

評
議
員
は
、
各
選
出
母
体
か
ら
推

薦
さ
れ
た
26
名
（
男
性
20
名
・
女

性
６
名
）
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
任

期
は
令
和
７
年
６
月
25
日
～
令
和

11
年
定
時
評
議
員
会
終
結
の
と
き
ま
で
の
４
年
と
な
っ
て
い
る
。
年

に
１
度
の
定
時
評
議
員
会
で
は
前
年
度
の
事
業
報
告
・
決
算
の
承
認
等

を
審
議
し
決
議
す
る
。
通
常
は
毎
年
度
２
～
３
回
程
度
開
催
さ
れ
る
が

必
要
時
に
は
臨
時
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
令
和
６
年
度
の
理
事

会
は
５
回
（
内
２
回
は
書
面
決
議
）、
評
議
員
会
は
２
回
（

6/26
・

3/28
）、

監
査
が
１
回
（

5/23
）
で
あ
っ
た
。 

  

北
区
明
る
い
選
挙
推
進
委
員
を
仰
せ
つ
か
り
、
二
期
目
に
な
り
ま
し

た
。 毎

年
２
月
に
総
会
・
研
修
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
昨
今
の
選
挙
事
情

に
つ
い
て
の
お
話
が
あ
り
ま
す
。
投
票
用
紙
へ
の
候
補
者
の
名
前
の
記

載
に
つ
い
て
、
明
確
に
記
入
さ
れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
も
多
く
見
ら
れ
る

と
の
こ
と
で
す
。
当
選
者
と
次
点
の
候
補
者
と
の
投
票
差
が
僅
差
の
場

合
、
次
点
の
候
補
者
か
ら
異
議
申
し
立
て
が
あ
り
、
逆
転
当
選
す
る
こ

と
も
あ
る
と
い
う
実
際
の
事
例
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
と
て

も
興
味
深
く
聞
く
こ
と
が
で
き
、
正
確
な
候
補
者
の
氏
名
の
記
入
が
大

切
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。 

今
年
は
、
６
月
22
日
の
東
京
都
議
会
議
員
選
挙
と
７
月
20
日
の
参

議
院
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
両
日
の
選
挙
当
日
と
参
院
選
の
期

日
前
投
票
の
立
ち
合
い
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
都
議
選
前
に
投
票
を

呼
び
掛
け
る
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
、
近
隣
の
お
宅
に
配
り
ま
し
た
。 

ま
だ
ま
だ
、
投
票
率
が
高
く
な
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。
少
し
で
も
多

く
の
方
が
投
票
所
に
足
を
運
び
、
貴
重
な
一
票
を
投
じ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。 

北
区
社
会
福
祉
協
議
会
評
議
員
会 

井
上 

ふ
み
子 

北
区
明
る
い
選
挙
推
進
委
員 

木
村 

恵
美
子 
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北区社会福祉協議会のマスコットキャラクター「アイちゃん」 

2025ねっとわーくまつりの北社協フードドライブにて 

特集：『ねっとわーく』推薦による審議会等委員の報告 



 

次号は2026年3月に発行予定です。  ・現在会員数 団体23、個人63名、賛助1名 

 

＊編＊集＊後＊記＊ 

今号も最後までお読みいただきありがとうご

ざいました。特集については、皆さん難題に直面

しながら苦労されているのがよくわかりました。

私達の当たり前の日々の暮らしですが、様々な方

のご尽力によって成り立っているのかもしれま

せんね。感謝しつつ、私にできることは協力して

いきたいです。 （桑田） 

  編集：広報部 横田 正基 

         桑田 美佳  眞庭 成子 

2025年10月21日午後、第219回臨時国会における首班指名選挙により、第104代内閣総理大臣とし

て高市早苗さんが選ばれました。日本史上で初めての女性の総理大臣就任となりました。 

同日に組閣された高市内閣で指名された女性閣僚は、前の石破内閣と同数の2名で、大きな変動は見られ

ませんでした。 

保守色が強いことで知られる高市さんの総理就任については、男女平等に関わる人たちからも様々な意

見がありますが、女性総理の誕生で今後発表されるジェンダーギャップ指数やランキングは変わることに

なります。しかし、女性閣僚や議員の割合については、今のところ大きな変動がないため、大幅なアップ

にはならないと予想されます。今後もそれらの改善が望まれることに変わりはありません。 

北区民の視点では、高市早苗総理大臣、小池百合子東京都知事、山田加奈子北区長と、国・都・区のト

ップがすべて女性ということになりました。また北区議会では、ともに『ねっとわーく』個人会員でもあ

る青木博子議長と石川さえだ副議長が就任しており、区長を含めた3ポストを女性が占めることとなってい

ます。30年あまり前の『ねっとわーく』設立当時から考えると、まさに隔世の感があるといったところで

しょうか。 

日本初の女性総理大臣が誕生 ～北区の視点から～ 
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来年の「第32回総会」と「2026ねっとわーくまつり」の 

開催日程が決定しました。ご予定をお願いいたします。 

「まつり」の詳細については、続報をお待ちください。 

●第32回定期総会 

日時：2026年5月23日（土） 

●2026ねっとわーくまつり 

日時：2026年5月23日（土）・24日（日） 

また「2026ねっとわーくまつり」開催に向けて、実行委員会

2回の開催を予定しています。 

実行委員会の開催日程を掲載した「参加のお知らせ」を、後日

お送りします。 

展示、販売、体験、発表の各分野での参加をお待ちしています。 

第32回定期総会＆2026ねっとわーくまつりの 

開催日が決まりました！ 
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今回のテーマ「防災」です。 

日時：2026年2月7日（土） 

午後2時～ 

会場：北とぴあ 5階 スペースゆう 

多目的室AB  

北区NPO・ボランティアぷらざの協

力を得て、前半では「YES／NOで

答える 災害対応カードゲーム『クロ

スロード』」を、区議や区職員を交え

たグループに分かれて体験します。 

後半は、そのグループでカードゲー

ム体験を振り返りながら、懇談を行

います。 

区議との懇談会 


